
　

藤
沢
市
在
住
の
染
織
作
家

　

藤
沢
市
在
住
の
染
織
作
家

・
安
藤
宏
子
さ
ん
と
安
藤
さ

・
安
藤
宏
子
さ
ん
と
安
藤
さ

ん
主
宰
の
「
遊
草
会
」
会
員

ん
主
宰
の
「
遊
草
会
」
会
員

に
よ
る
藍
・
絞
り
染
展
が
７

に
よ
る
藍
・
絞
り
染
展
が
７

月
1515
日
か
ら
北
鎌
倉
古
民
家

日
か
ら
北
鎌
倉
古
民
家

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
鎌
倉
市
山

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
鎌
倉
市
山

ノ
内
）
で
開
か
れ
る
。

ノ
内
）
で
開
か
れ
る
。

　

絞
り
染
め
は
、
布
を
糸
で

　

絞
り
染
め
は
、
布
を
糸
で

縫
っ
た
り
巻
き
上
げ
た
り
し

縫
っ
た
り
巻
き
上
げ
た
り
し

て
そ
の
部
分
に
染
料
の
浸
透

て
そ
の
部
分
に
染
料
の
浸
透

を
防
ぎ
模
様
を
出
す
染
色
方

を
防
ぎ
模
様
を
出
す
染
色
方

法
で
、
日
本
に
は
百
種
以
上

法
で
、
日
本
に
は
百
種
以
上

の
技
法
が
あ
る
と
い
う
。

の
技
法
が
あ
る
と
い
う
。

　

安
藤
さ
ん
は
、
大
分
県
出

　

安
藤
さ
ん
は
、
大
分
県
出

身
、
実
践
女
子
大
学
卒
業

身
、
実
践
女
子
大
学
卒
業

後
、
絞
り
染
め
の
研
究
を
始

後
、
絞
り
染
め
の
研
究
を
始

め
た
。
名
古
屋
に
工
房
「
遊

め
た
。
名
古
屋
に
工
房
「
遊

草
庵
」
を
開
設
し
、
絞
り
染

草
庵
」
を
開
設
し
、
絞
り
染

め
作
家
と
し
て
全
国
の
企
画

め
作
家
と
し
て
全
国
の
企
画

展
、
講
演
会
で
活
躍
す
る

展
、
講
演
会
で
活
躍
す
る

ほ
か
、

ほ
か
、
5050
年
以
上

年
以
上

に
わ
た
り
絞
り
染

に
わ
た
り
絞
り
染

め
の
調
査
保
存
と

め
の
調
査
保
存
と

世
界
の
絞
り
染
め

世
界
の
絞
り
染
め

の
研
究
を
続
け
る
。「
遊
草

の
研
究
を
続
け
る
。「
遊
草

会
」
で
は
後
継
者
の
育
成
に

会
」
で
は
後
継
者
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

８
月

　

８
月
2020
日
ま
で
の
前
期
展

日
ま
で
の
前
期
展

示
は
「
藍
の
風
」
を
テ
ー
マ

示
は
「
藍
の
風
」
を
テ
ー
マ

に
安
藤
さ
ん
と
遊
草
会
会
員

に
安
藤
さ
ん
と
遊
草
会
会
員

6060
人
が
制
作
し
た
藍
・
絞
り

人
が
制
作
し
た
藍
・
絞
り

染
め
の
創
作
浴
衣
と
タ
ペ
ス

染
め
の
創
作
浴
衣
と
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
中
心
に
紹
介
。
江

ト
リ
ー
を
中
心
に
紹
介
。
江

戸
時
代
〜
明
治
の
伊
勢
型
紙

戸
時
代
〜
明
治
の
伊
勢
型
紙

も
多
数
出
品
す
る
。

も
多
数
出
品
す
る
。

　

９
月
２
日
か
ら

　

９
月
２
日
か
ら
1010
月
９
日

月
９
日

ま
で
の
後
期
展
示
で
は
「
日

ま
で
の
後
期
展
示
で
は
「
日

本
の
絞
り

本
の
絞
り
･
世
界
の
絞
り
」

世
界
の
絞
り
」

　

「
み
ほ
と
け
紀
行
」
最
小

　

「
み
ほ
と
け
紀
行
」
最
小

の
御
仏
の
登
場
で
す
。

の
御
仏
の
登
場
で
す
。

　

取
材
先
は
鎌
倉
国
宝
館
で

　

取
材
先
は
鎌
倉
国
宝
館
で

し
た
。
館
内
の
撮
影
ブ
ー
ス

し
た
。
館
内
の
撮
影
ブ
ー
ス

の
よ
う
な
部
屋
に
は
仏
像
ら

の
よ
う
な
部
屋
に
は
仏
像
ら

し
き
も
の
は
な
く
、
台
の
上

し
き
も
の
は
な
く
、
台
の
上

に
小
さ
な
御
厨
子
が
ぽ
つ
ん

に
小
さ
な
御
厨
子
が
ぽ
つ
ん

と
置
い
て
あ
る
だ
け
。
も
し

と
置
い
て
あ
る
だ
け
。
も
し

や
、
と
思
い
ま
し
た
が
そ
う

や
、
と
思
い
ま
し
た
が
そ
う

で
す
。
こ
の
玉
手
箱
の
よ
う

で
す
。
こ
の
玉
手
箱
の
よ
う

な
厨
子
が
今
回
の
「
み
ほ
と

な
厨
子
が
今
回
の
「
み
ほ
と

け
」
で
す
。
学
芸
員
さ
ん
が

け
」
で
す
。
学
芸
員
さ
ん
が

指
先
で
慎
重
に
扉
を
開
け
ま

指
先
で
慎
重
に
扉
を
開
け
ま

す
と
、
ま
さ
に
極
楽
浄
土
の

す
と
、
ま
さ
に
極
楽
浄
土
の

世
界
に
わ
ず
か
２
・
５
㎝
ほ

世
界
に
わ
ず
か
２
・
５
㎝
ほ

ど
の
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
と
脇

ど
の
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
と
脇

侍
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

侍
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

像
は
小
さ
く
、
撮
影
用
の

　

像
は
小
さ
く
、
撮
影
用
の

暗
い
室
内
で
は
肉
眼
（
老

暗
い
室
内
で
は
肉
眼
（
老

眼
）
に
は
ほ
と
ん
ど
表
情
は

眼
）
に
は
ほ
と
ん
ど
表
情
は

見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

と
に
か
く
綺
麗
で
す
。
厨
子

と
に
か
く
綺
麗
で
す
。
厨
子

そ
の
も
の
も
扉
の
文
様
、
天

そ
の
も
の
も
扉
の
文
様
、
天

蓋
、
瓔
珞
す
べ
て
豪
華
。
そ

蓋
、
瓔
珞
す
べ
て
豪
華
。
そ

し
て
阿
弥
陀
さ
ま
は
見
事
な

し
て
阿
弥
陀
さ
ま
は
見
事
な

獅
子
の
蓮
華
台
に
坐
し
て
お

獅
子
の
蓮
華
台
に
坐
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
し
か
も
両
脇
侍

ら
れ
ま
す
。
し
か
も
両
脇
侍

像
は
中
尊
の
台
座
か
ら
出
る

像
は
中
尊
の
台
座
か
ら
出
る

蓮
の
茎
付
の
蓮
台
に
立
っ
て

蓮
の
茎
付
の
蓮
台
に
立
っ
て

い
る
の
で
す
。
光
背
も
透
か

い
る
の
で
す
。
光
背
も
透
か

し
彫
り
、
こ
れ
は
本
当
に
人

し
彫
り
、
こ
れ
は
本
当
に
人

の
手
に
よ
る
も
の
か
と
疑
う

の
手
に
よ
る
も
の
か
と
疑
う

ほ
ど
緻
密
な
も
の
で
す
。

ほ
ど
緻
密
な
も
の
で
す
。

　

像
の
制
作
者
は
不
明
と
さ

　

像
の
制
作
者
は
不
明
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
伝
説
の
仏

れ
て
い
ま
す
が
、
伝
説
の
仏

師
「
師
「
毘ビ

シ
ュ

ビ
シ
ュ首

羯カ
ツ
マ

カ
ツ
マ摩

」
と
伝
え
ら

」
と
伝
え
ら

れ
、
仏
師
快
慶
が
神
と
仰
い

れ
、
仏
師
快
慶
が
神
と
仰
い

だ
と
い
う
伝
説
の
天
才
仏
師

だ
と
い
う
伝
説
の
天
才
仏
師

な
の
だ
そ
う
で
す
。

な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
像
は
檀
像
と
い
わ

　

ま
た
像
は
檀
像
と
い
わ

れ
、
平
安
期
に
流
行
っ
た
も

れ
、
平
安
期
に
流
行
っ
た
も

の
で
、
香
木
（
白
檀
な
ど
香

の
で
、
香
木
（
白
檀
な
ど
香

り
の
よ
い
木
）
で
彫
ら
れ
た

り
の
よ
い
木
）
で
彫
ら
れ
た

像
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

像
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
像
は
英
勝
寺
が
国
宝

　

こ
の
像
は
英
勝
寺
が
国
宝

館
に
寄
託
し
て
い
る
が
、
英

館
に
寄
託
し
て
い
る
が
、
英

勝
寺
さ
ま
と
い
え
ば
徳
川
家

勝
寺
さ
ま
と
い
え
ば
徳
川
家

康
の
側
室
、
お
勝
の
方
（
英

康
の
側
室
、
お
勝
の
方
（
英

勝
院
）
が
創
建
さ
れ
た
徳

勝
院
）
が
創
建
さ
れ
た
徳

川
、
水
戸
家
ゆ
か
り
の
格
式

川
、
水
戸
家
ゆ
か
り
の
格
式

高
き
寺
院
で
鎌
倉
唯
一
の
尼

高
き
寺
院
で
鎌
倉
唯
一
の
尼

寺
。
創
建
当
初
か
ら
の
伽
藍

寺
。
創
建
当
初
か
ら
の
伽
藍

が
整
い
、
そ
の
豪
華
さ
は
水

が
整
い
、
そ
の
豪
華
さ
は
水

戸
御
殿
と
も
い
わ
れ
現
代
に

戸
御
殿
と
も
い
わ
れ
現
代
に

栄
華
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
宝

栄
華
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
宝

石
の
よ
う
な
阿
弥
陀
如
来
は

石
の
よ
う
な
阿
弥
陀
如
来
は

代
々
、
念
持
仏
と
し
て
世
を

代
々
、
念
持
仏
と
し
て
世
を

渡
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
の

渡
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

帰
路
、
英
勝
寺
の
庵
主
さ

　

帰
路
、
英
勝
寺
の
庵
主
さ

ま
に
挨
拶
に
お
伺
い
し
、
茶

ま
に
挨
拶
に
お
伺
い
し
、
茶

菓
の
も
て
な
し
で
楽
し
い
初

菓
の
も
て
な
し
で
楽
し
い
初

夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ

夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
一
本
造
。彫
眼
、素
木
。

　

各
一
本
造
。彫
眼
、素
木
。

総
高
５
・
３
㎝
。
像
高
、
中

総
高
５
・
３
㎝
。
像
高
、
中

尊
２
・
５
㎝
。
両
脇
侍
２
・

尊
２
・
５
㎝
。
両
脇
侍
２
・

３
㎝
。
蓮
台
付
厨
子
高

３
㎝
。
蓮
台
付
厨
子
高
1818
・

９
㎝
。
各
平
安
時
代
。

９
㎝
。
各
平
安
時
代
。

を
テ
ー
マ
に
、
福
岡
の
筑
前

を
テ
ー
マ
に
、
福
岡
の
筑
前

絞
り
絞
り
･
大
分
の
豊
後
絞
り

大
分
の
豊
後
絞
り
･

名
古
屋
の

名
古
屋
の
有あ

り
ま
つ

あ
り
ま
つ松
･
鳴
海
絞
り

鳴
海
絞
り

や
、
百
種
の
日
本
の
絞
り
技

や
、
百
種
の
日
本
の
絞
り
技

法
の
実
物
布
パ
ネ
ル
、
江
戸

法
の
実
物
布
パ
ネ
ル
、
江
戸

期
の
絞
り
風
景
を
描
い
た
浮

期
の
絞
り
風
景
を
描
い
た
浮

世
絵
、「
世
界
の
絞
り
」の
タ

世
絵
、「
世
界
の
絞
り
」の
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
紹
介
。

ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
紹
介
。

　

▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

「
型
染
め
テ
ー
ブ
ル
セ
ン

　

「
型
染
め
テ
ー
ブ
ル
セ
ン

タ
ー
」
７
月

タ
ー
」
７
月
2222
日
・
９
月
９

日
・
９
月
９

日
1010
時
。
３
千
円
。

時
。
３
千
円
。

　

「
絞
り
染
め
ス
ト
ー
ル
」

　

「
絞
り
染
め
ス
ト
ー
ル
」

　

７
月

　

７
月
3030
日
･
９
月
９
月
2424
日
1010

時
。
４
千
円
。
各
回

時
。
４
千
円
。
各
回
1010
人
。
人
。

　

▽
講
演

▽
講
演（
予
約
は
電
話
で
）

（
予
約
は
電
話
で
）

　

７
月

　

７
月
2323
日
「
鳴
海
の
産
地

日
「
鳴
海
の
産
地

よ
り
の
報
告
」
近
藤
泰
仁
。

よ
り
の
報
告
」
近
藤
泰
仁
。

　

９
月

　

９
月
1717
日
「
日
本
の
絞
り

日
「
日
本
の
絞
り

・
世
界
の
絞
り
」
安
藤
宏

・
世
界
の
絞
り
」
安
藤
宏

子
。
各

子
。
各
1515
時
半
、
２
千
円
。

時
半
、
２
千
円
。

　

問
い
合
わ
せ
北
鎌
倉
古
民

　

問
い
合
わ
せ
北
鎌
倉
古
民

家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０
４
６

家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０
４
６

７
・
７
・
2525
・
５
６
４
１

・
５
６
４
１

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城

大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城

県
南
三
陸
町
の

県
南
三
陸
町
の
大だ

い
だ
い

雄お
う
お
う

寺じ

に
鎌
に
鎌

倉
の
ア
ジ
サ
イ
を
植
栽
し

倉
の
ア
ジ
サ
イ
を
植
栽
し

て
、
憩
い
の
場
に
し
て
も
ら

て
、
憩
い
の
場
に
し
て
も
ら

お
う
と
２
０
１
３
年
３
月
か

お
う
と
２
０
１
３
年
３
月
か

ら
鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

ら
鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
っ
て
い
た
「
鎌
倉
ア
ジ

が
行
っ
て
い
た
「
鎌
倉
ア
ジ

サ
イ
の
苑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

サ
イ
の
苑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
今
年
６
月
に
完
了
し
た
。

が
今
年
６
月
に
完
了
し
た
。

　

鎌
倉
の
社
寺
や
市
民
か
ら

　

鎌
倉
の
社
寺
や
市
民
か
ら

提
供
を
受
け
た
ア
ジ
サ

提
供
を
受
け
た
ア
ジ
サ

イ
を
市
公
園
協
会
や
市

イ
を
市
公
園
協
会
や
市

内
の
造
園
会
社
の
協
力

内
の
造
園
会
社
の
協
力

で
約
２
３
０
０
㎡
の
敷

で
約
２
３
０
０
㎡
の
敷

地
に
植
樹
し
て
き
た
。

地
に
植
樹
し
て
き
た
。

　

６
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

６
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
で
延
べ
１
４
０

ア
バ
ス
で
延
べ
１
４
０

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

作
業
に
参
加
し
、
総
株

作
業
に
参
加
し
、
総
株

数
４
６
０
０
株
を
植
え
た
。

数
４
６
０
０
株
を
植
え
た
。

　

６
月
４
日
、
現
地
で
の
完

　

６
月
４
日
、
現
地
で
の
完

了
式
に
は
、
大
雄
寺
・
小
島

了
式
に
は
、
大
雄
寺
・
小
島

孝
尋
住
職
、
南
三
陸
町
・
佐

孝
尋
住
職
、
南
三
陸
町
・
佐

藤
仁
町
長
ら
が
参
列
し
、
鎌

藤
仁
町
長
ら
が
参
列
し
、
鎌

倉
側
か
ら
ア
ジ
サ
イ
の
引
き

倉
側
か
ら
ア
ジ
サ
イ
の
引
き

渡
し
が
行
わ
れ
た
。

渡
し
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ

　

今
回
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は

ィ
ア
は
2020
人
。
５
回
目
の
参

人
。
５
回
目
の
参

加
と
い
う
鎌
倉
市
在
住
の
本

加
と
い
う
鎌
倉
市
在
住
の
本

山
華
子
さ
ん
は
ア
ジ
サ
イ
の

山
華
子
さ
ん
は
ア
ジ
サ
イ
の

曲
を
作
詞
・
作
曲
・
演
奏
し

曲
を
作
詞
・
作
曲
・
演
奏
し

て
披
露
。「
最
初
の
と
き
は

て
披
露
。「
最
初
の
と
き
は

地
面
が
カ
チ
カ
チ
で
植
え
る

地
面
が
カ
チ
カ
チ
で
植
え
る

の
が
大
変
だ
っ
た
。
地
元
の

の
が
大
変
だ
っ
た
。
地
元
の

人
の
癒
し
に
な
れ
ば
う
れ
し

人
の
癒
し
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

▼
鎌
倉
の
海
水
浴
場
開
設

▼
鎌
倉
の
海
水
浴
場
開
設

　

１
日
〜
８
月

　

１
日
〜
８
月
3131
日
。
日
。

　

▼
小
動
神
社
天
王
祭

▼
小
動
神
社
天
王
祭　

２

　

２

〜
９
日
。

〜
９
日
。

　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭

　

７
日

　

７
日
1717
時
、
祭
典
。

時
、
祭
典
。

　

▼
大
町

▼
大
町
･
八
雲
神
社
例
祭

八
雲
神
社
例
祭

８
〜
８
〜
1010
日
。
日
。（
７
面
に
詳
細
）

（
７
面
に
詳
細
）

　

▼
三
門
梶
原
施
餓
鬼
会

▼
三
門
梶
原
施
餓
鬼
会　

1515
日
８
時
、
建
長
寺
。

日
８
時
、
建
長
寺
。

　

▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭

▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭　

1515

日
宵
宮
。

日
宵
宮
。
1616
日
本
祭
。

日
本
祭
。

　

▼
荏
柄
天
神
社
例
祭

▼
荏
柄
天
神
社
例
祭　

1616

日
神
幸
、

日
神
幸
、
2424
日
宵
宮
、

日
宵
宮
、
2525
日

例
祭
。

例
祭
。

　

▼
山
ノ
内

▼
山
ノ
内
･
八
雲
神
社
例

八
雲
神
社
例

祭　

1616
〜
2323
日
。
日
。

　

▼
石
上
さ
ま
例
祭

▼
石
上
さ
ま
例
祭
1717
日
。
日
。

　

▼
鎌
倉
花
火
大
会

▼
鎌
倉
花
火
大
会　

1919
日

1919
時
2020
分
。
分
。（
７
面
に
詳
細
）

（
７
面
に
詳
細
）

　

▼
三
浦
義
明
墓
前
祭

▼
三
浦
義
明
墓
前
祭　

2222

日
1414
時
、材
木
座
の
来
迎
寺
。

時
、材
木
座
の
来
迎
寺
。

　

▼
献
灯
会

▼
献
灯
会　

2323
日
1717
時

半
、
光
明
寺
。

半
、
光
明
寺
。
2222
・
2323
日
観
日
観

蓮
会
。

蓮
会
。

　

▼
施
餓
鬼
会

▼
施
餓
鬼
会
2424
日
宝
戒
寺

日
宝
戒
寺

　

ベ
ー
ゴ
マ
、
メ
ン

　

ベ
ー
ゴ
マ
、
メ
ン

コ
、
切
手
、
貝
殻
な

コ
、
切
手
、
貝
殻
な

ど
を
集
め
た
経
験
は

ど
を
集
め
た
経
験
は

あ
り
ま
す
か
？
▼
収

あ
り
ま
す
か
？
▼
収

集
と
い
う
の
も
、
ひ

集
と
い
う
の
も
、
ひ

と
つ
の
本
能
な
の
で
し
ょ
う

と
つ
の
本
能
な
の
で
し
ょ
う

か
。
ベ
ー
ゴ
マ
や
メ
ン
コ
な

か
。
ベ
ー
ゴ
マ
や
メ
ン
コ
な

ど
の
勝
負
で
は
白
熱
し
た
な

ど
の
勝
負
で
は
白
熱
し
た
な

か
に
も
暗
黙
の
ル
ー
ル
や
マ

か
に
も
暗
黙
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
が
存
在
し
て
い
た
そ
う

ナ
ー
が
存
在
し
て
い
た
そ
う

で
す
▼
大
人
の
収
集
ブ
ー
ム

で
す
▼
大
人
の
収
集
ブ
ー
ム

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
御
朱
印

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
御
朱
印

集
め
が
流
行
し
ま
し
た
が
、

集
め
が
流
行
し
ま
し
た
が
、

未
だ
に
人
気
が
あ
り
ま
す
▼

未
だ
に
人
気
が
あ
り
ま
す
▼

鎌
倉
に
は
数
多
く
の
お
寺
が

鎌
倉
に
は
数
多
く
の
お
寺
が

点
在
し
て
い
る
た
め
、
観
光

点
在
し
て
い
る
た
め
、
観
光

コ
ー
ス
と
し
て
巡
ら
れ
る
方

コ
ー
ス
と
し
て
巡
ら
れ
る
方

々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
▼

々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
▼

し
か
し
、
参
拝
を
せ
ず
に
ス

し
か
し
、
参
拝
を
せ
ず
に
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
感
覚
。
さ

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
感
覚
。
さ

ら
に
は
短
パ
ン
に
サ
ン
ダ
ル

ら
に
は
短
パ
ン
に
サ
ン
ダ
ル

の
よ
う
な
服
装
で
お
寺
を
訪

の
よ
う
な
服
装
で
お
寺
を
訪

れ
る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う

れ
る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
▼
ど
の
時
代
で
あ
っ
て

で
す
▼
ど
の
時
代
で
あ
っ
て

も
最
低
限
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ

も
最
低
限
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
は
持
ち
合
わ
せ
て
お
き
た

ー
は
持
ち
合
わ
せ
て
お
き
た

い
と
感
じ
ま
す
が
い
か
が
で

い
と
感
じ
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

南三陸町に鎌倉のアジサイを植樹南三陸町に鎌倉のアジサイを植樹
 （鎌倉市社会福祉協議会提供） （鎌倉市社会福祉協議会提供）

絞
り
絞
り
産う
ぶ
う
ぶ

着ぎ
（
大
正
時
代
・
大
分
市
）

大
正
時
代
・
大
分
市
）

ア
フ
リ
カ
手
織
り
布

ア
フ
リ
カ
手
織
り
布
（
6464
×
１
９
１
㌢
）

×
１
９
１
㌢
）

７７月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（7272）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

英
勝
寺　

阿
弥
陀
如
来
・
両
脇
侍
像

英
勝
寺　

阿
弥
陀
如
来
・
両
脇
侍
像

作
品
や
歴
史
・
技
法
の
資
料
を
一
堂
に

作
品
や
歴
史
・
技
法
の
資
料
を
一
堂
に

安
藤
宏
子
と
遊
草
会

安
藤
宏
子
と
遊
草
会

藍
・
絞
り
染

藍
・
絞
り
染  

展展

東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援

東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援

５
年
間
に
４
６
０
０
株
を
植
樹

５
年
間
に
４
６
０
０
株
を
植
樹

鎌
倉
ア
ジ
サ
イ
の
苑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鎌
倉
ア
ジ
サ
イ
の
苑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

前期７月15日～８月20日前期７月15日～８月20日
後期９月２日～10月９日後期９月２日～10月９日
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